
1 
 

７月定例会議議事録 
【７月２８日（火）１６００～１７３０：ウッドオフィス５Ｆ会議室】 

 
 

１ 参加者（７名） 
吉田明生、名取貞、岡田満、東谷淳、杉山理、 
ZOOM 参加：柏木白光、濱﨑哲 

 
 

２ 議事（要旨） 
 
① 防災グッズ展エントリー状況など 

・約６０社に声をかけたが、約１／３の企業は、明確に「今年は遠慮したい」旨

の返事。特に地方の企業は、東京開催への参加に難色を示し、本当に開催

できるのかどうかを疑問視している状態。 
・昨年と同時点の状況よりも“マシ”な状況。 
・今回のエントリー募集努力は必ず次回につながるので、引き続き努力する。 
・読売通販ネットで、防災グッズ大賞受賞商品を無料で掲載していただける。 
・ミラブルから、副賞として、シャワーヘッドの現物提供あり 
 

② 本日のビジネスガイド社ギフトショー（１０月７～９日）との調整状況等 
（吉田、杉山、東谷） 

・展示ブースの配置概要について決定 
・背面、ストックエリアの壁面（H2.7m）利用可 
・空きスペース、ストックエリアの使用可（再調整） 
・全館から見える「防災グッズ展」表示掲載可 
・他社の出展状況により、ブース等を追加使用可 

・表彰式日程１０月９日（金）午前または午後一番 
・ビジネスガイド社の表彰式実施要領は９月初頃決定予定 
・上記決定後、防災グッズ大賞表彰式実施要領を確定 

・講演（全登壇者、時間、テーマ等）は、８月中旬決定予定 
・ビジネスガイド社月刊誌（約４万部発行）７～９月号に、研究所と防災グッズ

展の記事を連続して掲載 
・バイヤーズガイドは９月２週目に確定 

・９月第２週までに、受賞商品を最終確定 
・掲載原稿写真等については要調整 



2 
 

・その他 
・月刊誌とバイヤーズガイドのインタビューを別個に実施 
・防災国体での紹介写真の提供を依頼 

 
③ 防災国体 

・１０月３日ネット開催 
セッション（事前収録）：一般社団法人 ability と連携 
プレゼン （ 同上 ）：おみくじ工房と連携 

・事後のスケジュール 
８月７日（金） 出展内容確認書提出 
８月２０日（木）登壇者プロフィール写真、事前資料等提出 
９月１６日（水）収録動画等提出 

・ビデオ制作 
   ※井上理事担当 

※制作費用：セッションは ability、 
プレゼンはおみくじ工房と折半 

・７月２９日（水）参加回答する。 
 

④ 事務所の配置 
・ウッドオフィスに加え、横浜事務所（東谷事務所）、伊勢防災グッズ展示事務所

（おみくじ工房）、大阪事務所（井上幸珠／ability）を開設 
・伊勢防災グッズ展示事務所（おみくじ工房）の状況 

７月３０日、工事見積り（井上及び工務店） 
８月２０日、内装完成 
８月末、展示完成、事務所開き 

※おみくじ工房の現場担当は、中村啓さん 
※使用料は、家賃（面積割り）を研究所とおみくじ工房で折半 

・新事務所を入れて、名刺、所要数を準備 
 

⑤ 研究所運営業務 
・業務 

吉田⇒濱﨑哲郎：エントリー企業等関連、防災コラム執筆など 
吉田佳古：研究所運営事務 

・報酬 
   吉田明生 10 万円／月、濱﨑哲郎 5 万円／月、吉田佳古 5 万円／月 
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⑥ 表彰状制作等 
・8 月中旬に原稿作成 
・受賞社の決定は、９月第２週 
・表彰状作成作業を考慮して、表彰式の実施要領等を決定 
・表彰楯制作にも時間の余裕が必要（早めの素材準備） 
 

⑦ その他 
・会場運営要員 

おみくじ工房説明要員２名雇用予定 
研究所ブース運営要領確定後、所要人数、所要経費を検討 

・会場配布物（予定） 
研究所紹介チラシ（昨年度実績：チラシ、アンケート結果を含む）、 
防災パスポート、避難警戒レベル改訂版、防災マニュアル本 

・ＨＰ防災グッズ展ページ制作 
・１／２ブース使用を前提に、積水との防災広報展示の協力依頼調整 

 
 

３ 自由意見等 
 
① 表彰式実施要領案は、次の通り。できるだけ簡素化する。 

１案：大賞受賞社のみ表彰。 
他は紹介のみで、表彰状を郵送。 

２案：大賞、アイデア賞、審査員特別賞受賞社を表彰。 
以下、同上 

３案：全受賞社表彰 
 
② ８月２５日（火）予定のエントリー企業説明会は中止。個別説明会で代替する。 
 
③ 地方自治体関連事業の検討 

・営業担当者を派遣しないエントリー企業商品の、研究所を通じて、自治体等

への紹介手数料を検討する。 
・おみくじ工房は、９月初旬以降、全国自治体に、防災グッズ展案内状を送付

する予定。 
その際、各自治体の広報、防災グッズ展への参加ニーズの有無について、

アンケート調査票等を配布する。 
（内容は、吉田が検討） 
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・茨城県堺町の防災施策の紹介 
 
⑤ 日本財団の主催する「海と日本プロジェクト」について、参加等検討。 
 
⑥ ブースの展示要領等について、レイアウトを杉山さんが作成し、２５日に提示。 

例えば、 
・全般“日本の防災”で和風イメージ 

・「防災グッズ大賞」筆字（1.8m×1.8m×6 枚）の凧 
・ポスターの掲示 

・研究所紹介 
・防災意識普及 
・協力協賛企業等一覧 

・壁面に展示棚スペース 
・中央付近に“動き”のある展示 
・アウトドア展示スペース 
・商談スペース 
・荷物置き場等 
・ブリーフィングスペース 

 
 
４ 次回予定 

・８月１８日（火）以降、毎週火曜日１６００～ZOOM 会議 
・定例会議 
８月２５日（火）１６００～ ウッドオフィス会議室 

以上 


